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市税
543億218万円
22.8%

その他自主財源
233億1,539万円
9.8%

国庫支出金
690億2,991万円

29.0%

歳入

使用料・手数料
37億5,827万円
1.6%

その他依存財源
288億4,233万円

12.1%

市債
217億8,161万円

9.1%

地方交付税
371億5,809万円

15.6%

2,381億8,778万円

自主財源（34.2％）
依存財源（65.8％）

　
令
和
4
年
度
に
、市
に
ど
の
く
ら

い
の
お
金
が
入
っ
て
き
て
、そ
の
お
金

を
何
に
使
っ
た
の
か
を
一
緒
に
見
て

い
き
ま
し
ょ
う
。（
金
額
は
四
捨
五
入

し
て
い
る
た
め
、合
計
が一致
し
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
）

　
自
治
体
の
決
算
は一般
会
計
と
特

別・企
業
会
計
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

それぞれの事業の収益（使
用料など）で支出をまかなう
独立採算が原則の会計。

会計 区分 決算額

水道事業
収益的 収入 111 億 1,249 万円

支出 98 億 7,449 万円

資本的 収入 9 億 4,963 万円
支出 61 億 5,910 万円

下水道事業
収益的 収入 125 億 5,226 万円

支出 112 億 5,583 万円

資本的 収入 55 億　  79 万円
支出 98 億 4,674 万円

収益的収入・支出…企業の経営活動によ
り発生する収益と、それに対応する費用

資本的収入・支出…企業の将来の経営活
動に備えて行う建設改良費や企業債償還
金などの支出とその財源となる収入

特定の収入（保険料や使用料など）で、
その事業の支出をまかなう会計。

会計 収入済額 支出済額
観光施設事業 3 億 9,755 万円 3 億 9,755 万円
国民健康保険事業 542 億 1,544 万円 539 億   227 万円
土地取得 23 億 4,276 万円 16 億 6,512 万円
中央卸売市場事業 2 億 3,021 万円 2 億 3,021 万円
駐車場事業 2 億 2,074 万円 2 億 2,074 万円
財産区 2,846 万円 2,846 万円
母子父子寡婦福祉
資金貸付事業 2 億  　66 万円 1 億 3,566 万円

介護保険事業 478 億 3,776 万円 465 億 3,524 万円
生活排水事業 5 億 1,281 万円 5 億 1,281 万円
診療所事業 3 億 5,493 万円 3 億 5,493 万円
後期高齢者医療事業 61 億 6,316 万円 61 億 3,429 万円
長崎市立病院機構
病院事業債管理 13 億 2,486 万円 13 億 2,486 万円

合計 1,138 億 2,935 万円 1,114 億 4,215 万円
前年度比 0.8% 増 0.3% 増

？
一
般
会
計

一
般
会
計

企業
会計

特別
会計

歳入 長崎市の一年間での全収入
市税収入などの自主財源が少なく、国から交付
される国庫支出金、地方交付税の割合が高い。

財
政
課

☎
8
2
9・1
1
2
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市
が
行
う
仕
事
の
中
心
に
な
る
会
計
。一般
会
計

に
入
っ
た
お
金（
歳
入
）は
約
2
︐3
8
2
億
円
、

使
っ
た
お
金（
歳
出
）は
約
2
︐3
0
4
億
円
で
、

差
し
引
き
額（
形
式
収
支
）は
約
７
８
億
円
の
黒
字

で
し
た
。

歳
入
用
語

●
市
税

　

�

個
人
住
民
税
、
法
人
市
民
税
、
固

定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
、
市
た

ば
こ
税
な
ど
の
こ
と
。

●
国
庫
支
出
金

　

�

地
方
自
治
体
の
特
定
の
事
業
に
対

し
て
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
、
使
い

道
が
指
定
さ
れ
て
い
る
お
金
。

私
と
一
緒
に

た
ど
ろ
う
ね

令
和
４
年
度
決
算
報
告

　
資
金
の
足
跡
を
た
ど
る
！
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歳出

人件費
268億5,376万円
11.7%

扶助費
869億4,007万円
37.7%

2,303億8,048万円

公債費
247億3,544万円

10.7%

投資的経費
301億3,147万円

13.1%

物件費
268億9,948万円

11.7%

補助費等
130億5,207万円

5.7%

その他
217億6,819万円
9.4%

義務的経費（60.1％）
任意的経費（39.9％）

広報ながさきキャラクター
コーホーさん

�

実
質
収
支

実
質
収
支
と
は
歳
入
と
歳
出
の
差

額
か
ら
、翌
年
度
に
繰
り
越
す
べ
き

財
源
を
引
い
た
収
支
の
こ
と
で
、

6
8
億
円
の
黒
字
で
す
。基
金
の
積

み
立
て
な
ど
今
後
の
財
政
運
営
に

役
立
て
ま
す
。

歳
入

予算額 収入済額 収入率
2,361 億 6,268 万円 983 億 8,001 万円 41.7％

歳
出

予算額 支出済額 執行率
2,361 億 6,268 万円 879 億 8,359 万円 37.3％

一般会計

今年度の上半期今年度の上半期（４〜９月）（４〜９月）の財政状況の財政状況

予算額 収入済額 支出済額
1,159億9,753万円 465億3,551万円 453億4,424万円

特別会計 （国民健康保険事業、介護保険事業など 12 会計）

●
地
方
交
付
税

　

�
財
源
が
足
り
な
い
自
治
体
に
国
が

国
税
の一部
を
再
配
分
す
る
も
の
。

自
治
体
が
自
由
に
使
え
る
お
金
。

●
市
債

　

�

市
が
公
共
施
設
の
整
備
な
ど
の
建

設
事
業
を
行
う
時
に
、必
要
な
資

金
を
国
や
金
融
機
関
な
ど
か
ら
調

達
す
る
借
入
金
の
こ
と
。

歳
出
用
語

●
人
件
費

　

�

市
の
職
員
の
給
与
や
議
員
、
審
議

会
の
委
員
へ
の
報
酬
な
ど
の
費
用
。

●
公
債
費

　

�

過
去
に
借
り
入
れ
た
市
債（
借
金
）

の
返
済
費
用
。

●
投
資
的
経
費

　

�

学
校
、
道
路
、
公
園
な
ど
公
共
施

設
の
整
備
な
ど
の
費
用
。
国・県

か
ら
の
補
助
金
や
、
市
債
を
借
り

入
れ
た
り
す
る
こ
と
で
財
源
を
確

保
し
て
い
る
。

●
物
件
費

　

�

委
託
料
、
消
耗
品
や
備
品
な
ど
、

事
業
の
実
施
に
要
す
る
費
用
。

●
補
助
費
等

　

�

市
内
の
団
体
な
ど
に
対
す
る
負
担

金
や
補
助
金
な
ど
の
費
用
。
講
師

謝
礼
金
や
保
険
料
な
ど
も
こ
こ
に

含
ま
れ
る
。

会計 区分 予算額 執行済額

水道
事業

収益的
収入 110 億 4,562 万円 53 億 5,099 万円
支出 100 億 3,489 万円 39 億 2,537 万円

資本的
収入 11 億 4,790 万円 7,665 万円
支出 79 億 1,230 万円 8 億 7,029 万円

下水道
事業

収益的
収入 128 億 3,276 万円 63 億 4,391 万円
支出 131 億 1,934 万円 47 億 1,337 万円

資本的
収入 74 億 1,383 万円 12 億 5,195 万円
支出 109 億 7,168 万円 41 億 6,939 万円

企業会計

一時借入金　　　　　　　　　　　市の財産　　　　　　　　　　　市債（一般・特別・企業会計の合計）
　　　1億4,137万円　　　　　　　　　6,960億9,055万円　　　　　　　　　　　3,452億5,737万円

歳出長崎市の一年間での全支出
扶助費（被爆者や子ども、高齢者、障害者福
祉などの経費）の割合が高い。

※ 9 月末時点

ふむふむ～人口で割ってみ
ると、市民 1人あたりの
歳入は約 60万円、歳出は
約58万円なんだね。

歳
入
用
語

●
市
税

　

�

個
人
住
民
税
、
法
人
市
民
税
、
固

定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
、
市
た

ば
こ
税
な
ど
の
こ
と
。

●
国
庫
支
出
金

　

�

地
方
自
治
体
の
特
定
の
事
業
に
対

し
て
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
、
使
い

道
が
指
定
さ
れ
て
い
る
お
金
。
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収入種別 金額
市税 12 億 2,766 万円
国民健康保険税 16 億 8,447 万円
介護保険料 1 億 2,931 万円
後期高齢者医療保険料 3,849 万円
保育料 3,247 万円
市営住宅家賃 1 億 2,217 万円
その他 8 億 7,182 万円

合計 41億　 639万円
(前年度比3.7%減)

基金（貯金）

市債（借金）

種別 金額
土地 2,510 億 6,142 万円
建物 3,065 億 5,215 万円
工作物 1,146 億 9,847 万円
その他 237 億 7,851 万円

合計 6,960 億 9,055 万円

市の財産

令和４年度は、差押えなどの強制徴収を含めた納付指導や、
キャッシュレス決済など支払方法の多様化を進めたことな
どにより、前年度と比較して未収金が減少しました。

未収金

一時借入金

令和 4年度の令和 4年度の

基金・市債の状況基金・市債の状況

基金は、財政運営や特定の目的のための資金・財産です。令和 4 年度末の残
高は約428億円です。

一会計年度内での収入と支出の一時的な不均衡を解消するための借入金です。一会計年度内での収入と支出の一時的な不均衡を解消するための借入金です。
令和 4 年度の最高借入額は142億8,332万円です。令和 4 年度の最高借入額は142億8,332万円です。

令和4年度末の残高は約2,721億円で、そのうち国からの支援約1,395億円を
除いた実質的な市債残高は約1,326億円です。

令和４年度に長崎市債権管理条例を施行し、全庁を
あげて適正な債権管理に取り組んでいます。

長崎市
のやり

くりは

どうな
ってい

るかな
～

詳しくはこちら▶

長崎市の財政の状況を Q&A 形式で分かりやすくまとめた冊子です。今回
の特集で説明できなかった財政のポイントもたくさんありますよ！

新しくなった市役所をはじめ、消防署、学校、公
民館や公園など、長崎市が保有する財産のこと
です。

What 's ZAISEIでさらに詳しく解説！

こちらからチェック▶
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長崎駅開札口のすぐ横に九州最大規模の観光案内所
を整備しました。宿泊の予約も含め、多言語に対応
できるサービスを提供しています。

あぐりドーム開設や子どもの遊び場の整備、起業を
目指す人材の発掘・育成の支援など人口減少克服・
長崎創生に向けて取り組みました。

被爆地として被爆の実相や平和の尊さを伝え続ける
ために、被爆資料の追加調査や、日常に平和の文化
を根付かせる平和の文化醸成事業に取り組みました。

検査センターの運営、PCR 検査費用や陽性者の医療
費の負担などをしました。また、コロナ禍の影響を
受けた芸術文化活動の再開を支援しました。

パソコンを活用した家庭学習の推進や、行政手続き
のオンライン化、民間保育所の ICT 化の推進に取り
組みました。

令和４年度の主な取り組み
市がめざす将来の都市像「個性輝く世界都市」「希望あふれる人間都市」の実現に向けて取り組み
ました。ここでは主なものを紹介します。

電気自動車の急速充電設備の整備などを実施。また、
市庁舎へ 100％再生可能エネルギーの供給を開始し
ました。

遠藤周作の功績と遠藤文学の魅力を広く伝え、次世
代につなげるため、特別企画展の開催や公式ガイド
ブックの発行などを行いました。

7,392 万円

長崎を活気付けるにぎわいづくり
5 億 6,598 万円

新幹線開業に向けた取り組み

被爆 100 年に向けた取り組み
2,446 万円

ゼロカーボンシティ推進
2 億 1,485 万円

デジタル化でもっと暮らしやすく
3 億 162 万円

コロナ禍からの社会・経済の復興
21 億 4,972 万円

遠藤周作生誕100 年記念事業
1,771 万円


